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ご挨拶

埼
玉
県
知
事
　
大
野
　
元
裕

特
集「
渋
沢
栄
一
翁
～
社
会
福
祉
の

足
跡
を
訪
ね
て
～
」の
発
刊
に
当
た
っ
て

　

本
県
が
誇
る
偉
人
、
深
谷
市
出
身
の
渋
沢
栄
一
翁
は
、
皆
様
御
存
知

の
と
お
り
、
多
く
の
企
業
の
設
立
や
そ
の
運
営
に
尽
力
し
「
日
本
資
本

主
義
の
父
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
社
会
福
祉
事
業
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、
東
京
養
育
院

の
院
長
を
長
く
務
め
た
ほ
か
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の
前
身
と
な
る

中
央
慈
善
協
会
の
初
代
会
長
と
な
る
な
ど
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

県
内
に
お
い
て
も
、
県
内
初
の
児
童
福
祉
施
設
で
あ
る
埼
玉
育
児
院

の
経
営
立
て
直
し
や
、
当
時
は
全
国
で
も
珍
し
か
っ
た
公
共
集
会
施
設

で
あ
る
埼
玉
会
館
の
建
設
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
六
年
に
今
日
の
民
生
委
員
制
度
の
先
駆
け
と
な
る
活
動
が
産
声

を
上
げ
、
次
第
に
活
発
化
し
、
全
国
に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
昭
和
六
年
に
、
民
生
委
員
の
前
身
で
あ
る
「
方
面
委
員
」
の
全
国
組

織
「
全
日
本
方
面
委
員
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
る
と
、
渋
沢
翁
は
そ
の
初

代
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
組
織
の
設
立
を
き
っ
か
け
に
方
面
委
員
は
国
の
制
度
と
し

て
法
制
化
さ
れ
、
現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

渋
沢
翁
の
熱
い
志
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
お
い
て
住
民
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
献
身
的
に
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
に
し
っ
か
り
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
工
夫
を
凝
ら
し

活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
と
っ
て
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
励

み
と
な
り
、
さ
ら
に
、
民
生
委
員
活
動
を
広
く
県
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

深
谷
市
長
　
小
島
　
進

特
集「
渋
沢
栄
一
翁
～
社
会
福
祉
の

足
跡
を
訪
ね
て
～
」の
発
刊
に
当
た
っ
て

　

こ
の
度
は
、
特
集
「
渋
沢
栄
一
翁
～
社
会
福
祉
の
足
跡
を
訪
ね
て
～
」

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

貴
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
福
祉
の
た
め
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
、
深
い
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
特
集
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
埼
玉
県
深
谷
市
の
偉
人
、

渋
沢
栄
一
翁
は
福
祉
分
野
に
お
い
て
も
多
大
な
功
績
を
残
し
て
お
り
、

そ
の
功
績
の
ひ
と
つ
に
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

栄
一
翁
は
『
忠
恕
（
真
心
と
思
い
や
り
）
は
処
世
の
根
本
』
と
し
、

論
語
に
あ
る
『
忠
恕
』
と
い
う
考
え
方
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

1
0
0
年
を
超
え
る
長
き
に
渡
り
民
生
委
員
制
度
が
継
続
し
て
い
る
の

は
、
歴
代
委
員
の
皆
さ
ま
が
『
忠
恕
』
の
精
神
に
基
づ
き
、
生
活
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
の
課
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
地
域
の
相
談
役
、

そ
し
て
、
行
政
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
た
賜
物
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

実
業
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
栄
一
翁
で
す
が
、
ぜ
ひ
、

多
く
の
方
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
栄
一
翁
が
社
会
福
祉

活
動
に
尽
く
し
た
側
面
、そ
し
て
貴
会
の
活
動
の
原
点
と
も
い
え
る
『
忠

恕
』
の
精
神
に
も
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後

に
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
巻
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
　
得
能
　
金
市

特
集「
渋
沢
栄
一
翁
～
社
会
福
祉
の

足
跡
を
訪
ね
て
～
」の
発
刊
に
当
た
っ
て

　

渋
沢
栄
一
翁
の
特
集
号
を
発
行
す
る
と
う
か
が
い
、
ま
こ
と
に
意
義

深
く
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。
方
面
委
員
と
社
会
福
祉
の
黎
明
に
深
く

携
わ
っ
た
渋
沢
翁
は
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
前
身
で
あ

る
全
日
本
方
面
委
員
連
盟
の
初
代
会
長
で
、
昭
和
7
年
3
月
の
連
盟
発

会
式
は
渋
沢
邸
で
あ
る
飛
鳥
山
の
暖あ

い

依い

村そ
ん

荘
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
年
11
月
に
長
逝
し
た
翁
は
立
ち
会
う
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
時
発
表
し
た
宣
言
に
は
「
相
励
ま
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
昂

揚
し
、」
と
あ
り
、
現
在
の
民
生
委
員
法
に
つ
な
が
る
至
誠
の
こ
と
ば
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
渋
沢
翁
を
語
る
時
に
欠
か
せ
な
い
史
実
の
ひ
と
つ
が
、
昭
和

初
期
に
制
定
公
布
さ
れ
た
救
護
法
の
早
期
施
行
に
奔
走
さ
れ
た
こ
と
で

す
。貧
に
あ
え
ぐ
国
民
が
増
す
昭
和
初
期
の
世
情
に
あ
っ
て
、法
公
布
後
、

財
政
難
を
理
由
に
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
救
護
法
の
施
行
を
求
め
全

国
の
方
面
委
員
が
立
ち
上
が
り
、
各
地
で
実
施
促
進
運
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
療
養
中
の
渋
沢
翁
も
内
務
大
臣
や
大
蔵
大
臣
に
陳
情
す
る
な
ど

尽
力
し
、
関
係
者
の
念
願
か
な
っ
て
施
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
翁
の
逝

去
の
2
か
月
後
で
し
た
。

　

遡
っ
て
、
渋
沢
翁
は
大
蔵
省
を
辞
官
し
た
の
ち
救
貧
・
保
護
施
設
で

あ
っ
た
養
育
院
の
運
営
に
加
わ
り
、
か
つ
て
幕
臣
と
し
て
滞
在
し
た
フ

ラ
ン
ス
の
施
設
と
の
落
差
に
思
い
を
致
し
事
業
の
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
間
、
翁
の
考
え
は
、
救
う
べ
き
人
を
助
け
る
「
救
貧
」
か
ら
、
救

う
べ
き
人
を
な
く
す
社
会
を
目
指
す「
防
貧
」に
変
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

時
を
経
て
い
ま
全
国
に
、
支
え
あ
い
つ
な
が
り
あ
っ
て
声
を
か
け
あ

う
地
域
を
つ
く
ろ
う
と
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
仲
間
が
い

ま
す
。
本
号
の
編
纂
発
行
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
関
係
各
位
に
敬
意
と
感

謝
を
捧
げ
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
大
谷
　
富
夫

特
集「
渋
沢
栄
一
翁
～
社
会
福
祉
の

足
跡
を
訪
ね
て
～
」の
発
刊
に
当
た
っ
て

　

武
蔵
一
宮
か
ら
戌
亥
へ
十
三
里
、
武
蔵
国
榛
沢
郡
血
洗
島
村
は
あ
り

ま
し
た
。

　

1
8
4
0
年
3
月
16
日
渋
沢
栄
一
翁
が
産
声
を
上
げ
た
の
は
遡
る
事

1
8
0
年
余
り
前
で
あ
り
ま
す
。

　

近
代
日
本
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
日
本
の
経
済
制
度
の
礎
を
確

立
し
た
一
人
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
社
会
活
動
の
功
績
の
一
端
は
思
い

や
り
の
精
神
で
あ
り
、
我
々
が
今
日
迄
受
け
継
い
で
い
る
社
会
福
祉
活

動
の
根
底
に
正
に
あ
り
ま
す
。
翁
の
何
人
に
も
変
ら
ぬ
情
愛
の
手
と
救

済
の
手
に
よ
り
抱
く
心
の
大
切
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
、
村
々

の
発
展
、
郡
の
発
展
さ
ら
に
は
国
の
発
展
、
集
う
民
の
発
展
は
生
き
延

び
る
知
恵
を
生
み
共
生
に
形
を
変
え
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
我
々
が
享
受
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
渋
沢
栄
一
翁
心
の
子

孫
と
自
負
し
て
は
ば
か
り
ま
せ
ん
。

　

人
の
難
儀
を
見
逃
せ
な
い
人
情
の
厚
さ
、
ひ
と
ご
と
を
自
分
事
に
受

け
止
め
る
道
徳
観
の
意
識
、
ひ
た
す
ら
表
舞
台
か
ら
離
れ
た
振
る
舞
い
、

常
に
相
手
の
目
線
で
の
物
言
い
等
。
社
会
全
体
の
心
の
豊
か
さ
ま
で
も

翁
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
先
人
た
ち
は
、
培
っ
た
日
々
の
蓄
積
を
令
和
の

時
代
に
も
息
づ
か
せ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
道
を
歩
む
時
、
慈
悲
の
心
を
研
ぎ
澄
ま
せ

徳
を
積
ま
せ
て
も
ら
え
る
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
つ
つ
此
れ
か
ら
も
歩
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
こ
の
度
の
発
刊
に
執
筆
頂
い
た 

大
野
元
裕
埼
玉
県
知
事 

小
島
進
深
谷
市
長 

得
能
金
市
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
の

皆
様
に
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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年表

1870 1869 1868 1867 1866 1864 1863 1858 1854 1847 1840

明
治
３
年

明
治
２
年

明
治
元
年

慶
応
3
年

慶
応
２
年

元
治
元
年

文
久
３
年

安
政
５
年

安
政
元
年

弘
化
4
年

天
保
11
年

30 歳 29 歳 28 歳 27 歳 26 歳 24 歳 23 歳 18 歳 14 歳 7 歳 0 歳

官
営
富
岡
製
糸
場
設
置
主
任
と
な
る
。

静
岡
藩
で
商
法
会
所
を
設
立
。
大
隈
重
信
の
説
得
を

受
け
て
明
治
政
府
に
仕
え
、
民
部
省
租
税
正
を
任
じ

ら
れ
る
。

明
治
維
新
の
た
め
、
徳
川
昭
武
と
共
に
帰
国
し
、
静

岡
で
徳
川
慶
喜
に
面
会
す
る
。

将
軍
徳
川
慶
喜
の
弟

昭
武
に
従
い
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
万
博
に
随

行
す
る
。

徳
川
慶
喜
が
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
幕
臣
と
な
る
。

一
橋
家
の
用
人
平
岡
円
四
郎
か
ら
勧
め
ら
れ
、
渋
沢

喜
作
と
共
に
一
橋
家
に
仕
官
す
る
。

高
崎
城
乗
っ
取
り
、
横
浜
外
国
商
館
焼
き
打
ち
を
計

画
す
る
が
、
尾
高
長
七
郎
（
惇
忠
の
弟
）
の
説
得
に

よ
り
中
止
し
、
渋
沢
喜
作
（
従
兄
）
と
共
に
京
に
向

か
う
。

尾
高
惇
忠
の
妹
、
千
代
と
結
婚
す
る
。

家
業
の
畑
作
、
養
蚕
、
藍
玉
製
造
に
励
む
。

下
手
計
村
の 

尾
高
惇
忠 （
従
兄
）
か
ら
論
語
な
ど
の
漢

籍
を
学
び
始
め
る
。

天
保
十
一
年
二
月
十
三
日
（
一
八
四
〇
・
三
・
十
六
）、

武
蔵
国
榛
沢
郡 

血
洗
島 

村
（
現
深
谷
市
血
洗
島
）
に

市
郎
右
衛
門
、
え
い
の
子
と
し
て
誕
生
。

 尾高家との強い繋がり
　父親の姉「やへ」の嫁ぎ先である尾高家とは強い
繋がりがあります。７歳の幼い頃から、尾高勝五郎
と「やへ」の長男の尾高惇忠から論語の手ほどきを
受けたことが、思想の源流と
なっています。尾高惇忠の妹
千代は、栄一翁の妻となり、
千代の弟平九郎はパリ万博へ
の洋行の際に栄一翁の見立て
養子となりました。
　渋沢栄一翁の雅号である

「青淵」は、従兄であり論語
の師でもある尾高惇忠により
つけられたものです。

「中の家」（なかんち）
　血洗島村は畑作中心で、江戸末期から明治
期は藍栽培が盛んな土地でした。渋沢栄一翁
の生家「中の家」は、血洗島村にある渋沢一
族の中でも本家筋にあたり、父親の市郎右衛
門は村一番の富農と言われた「東の家（ひが
しんち）」から養子に入り、衰退していた「中
の家」の家勢を養蚕・藍玉の製造販売・雑貨業・
質屋業などで盛り返し、「東の家」に次ぐ富農
と言われるまでになりました。
　現在残る「中の家」の主屋は、典型的な養蚕農家で、妹夫妻により明治 28 年（1895）に建てられました。栄
一翁が帰郷して滞在したのは、一番西側（写真の一番奥）の上座敷で、この部屋には２階部分がありません。２階で、
蚕が桑の葉を食べる音を気にせずくつろげるようにという、妹夫妻の栄一翁への気遣いだそうです。

 血洗島（ちあらいじま）の由来
　血洗島、たいへんインパクトのある地名です。そ
の由来には源義家合戦説やアイヌ語語源説など諸説
ありますが利根川の氾濫により「地が荒れた」、「川
が地を洗うように流れた」と言われる説が最も説得
力があるのではないでしょうか。

中の家・土蔵Ⅱ中の家・主屋

藍の花現在の血洗島地域

血洗島

文八基小

小山川

鹿島神社

355

355

45

14

渋沢栄一
記念館

尾高惇忠

フランス滞在中
の栄一翁

渋沢栄一記念館所蔵渋沢栄一記念館所蔵

渋沢史料館所蔵渋沢史料館所蔵
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1901 1900 1890 1888 1885 1883 1882 1880 1878 1875 1874 1873

明
治
34
年

明
治
33
年

明
治
23
年

明
治
21
年

明
治
18
年

明
治
16
年

明
治
15
年

明
治
13
年

明
治
11
年

明
治
８
年

明
治
７
年

明
治
６
年

61 歳 60 歳 50 歳 48 歳 45 歳 43 歳 42 歳 40 歳 38 歳 35 歳 34 歳 33 歳

日
本
女
子
大
学
校
が

開
校
さ
れ
、
会
計
監

督
と
な
る
。

男
爵
を
授
け
ら
れ
る
。

貴
族
院
議
員
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

上
敷
免
村
（
現
深
谷
市
上
敷
免
）
に
日
本
煉
瓦
製
造

会
社
の
工
場
開
業
。

東
京
府
の
経
営
廃
止
の
決
定
に
よ
り
、
養
育
院
の
存

続
に
努
力
す
る
。

伊
藤
兼
子
を
妻
に
迎
え
る
。

妻
千
代
死
去
。

 

博
愛
社 （
後
の
日
本
赤
十
字
社
）
が
創
立
さ
れ
、
創
設

者
の
佐
野
常
民
の
依
頼
に
よ
り
、
社
員
と
な
る
。

東
京
商
法
会
議
所
（
後
の
東
京
商
工
会
議
所
）
が
設

立
さ
れ
、
初
代
会
頭
と
な
る
。

第
一
国
立
銀
行
頭
取
と
な
る
。

商
法
講
習
所
（
後
の
一
橋
大
学
）
が
創
立
さ
れ
、
経

営
委
員
と
な
る
。

 

養
育
院 （
現
・
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の

運
営
に
関
わ
り
始
め
る
。

井
上
馨
と
共
に
財
政
基
礎
の
確
立
を
訴
え
る
が
聞
き

入
れ
ら
れ
ず
、
大
蔵
省
を
辞
任
し
た
。
第
一
国
立
銀

行
を
設
立
し
、
総
監
役
と
な
る
。

 養育院
　養育院は東京の生活困窮者、病者、孤児、老人、
障がい者を保護する公的福祉施設として、明治
５年（1872）に設立されました。
　養育院設立初期に救助資金として利用されま
したのが、松平定信が定めた江戸の貧民救済資
金「七分積金」です。その七分積金（営繕会議
所共有金）の管理をしていたのが渋沢栄一翁で、
明治７年（1874）から養育院の運営に関わり始め、
明治９年（1876）に養育院事務長に任命されま
した。明治 23 年（1890）に東京市営となり、渋
沢栄一翁が養育院長に就任、
その後 91 歳で亡くなるまで
の約半世紀近く養育院長を続
けました。
　養育院は昭和 61 年（1986）
に東 京 都 老 人 医 療センター
に改称された後、平成 21 年

（2009）に現在の東京都健康
長寿医療センターとなりました。

 博愛社（日本赤十字社）
　大実業家　渋沢栄一翁は日本赤十字社の前身である博愛社の
支援者でした。慶応３年のパリ万博での仲間であった、博愛社
の創設者である佐野常民が渋沢栄一翁に直接協力を依頼しまし
た。渋沢栄一翁は明治 13 年に日赤の社員（会員）に加入し、
その後、常議員（理事）になり、日本赤十字社の発展に大きく
貢献しました。

安房分院 収容児童たち

東京都健康長寿医療センター
の敷地内に建つ銅像。1925
年に制作され、除幕式には栄
一翁本人も出席しました。

東京市養育院安房分院磨崖碑竣工
式（大正 6 年 6 月 8 日）

日本女子大学校校
長就任挨拶［1931

（昭和6）年］

渋沢史料館所蔵渋沢史料館所蔵

渋沢史料館所蔵渋沢史料館所蔵

ⓒ東京都健康長寿医療センターⓒ東京都健康長寿医療センター

板橋本院 病室にて

渋沢史料館所蔵渋沢史料館所蔵
渋沢史料館所蔵渋沢史料館所蔵

ⓒ日本赤十字社ⓒ日本赤十字社

赤十字のはじまりとされる西南戦争の博愛社
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年表

1923 1921 1920 1919 1918 1916 1914 1913 1909 1908 1902

大
正
12
年

大
正
10
年

大
正
９
年

大
正
８
年

大
正
７
年

大
正
５
年

大
正
３
年

大
正
２
年

明
治
42
年

明
治
41
年

明
治
35
年

83 歳 81 歳 80 歳 79 歳 78 歳 76 歳 74 歳 73 歳 69 歳 68 歳 62 歳

関
東
大
震
災
が
起
こ
り
大
震
災
善
後
会
副
会
長
と
な
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
の
視
察
を
か
ね
て
渡
米
し
、

平
和
外
交
を
促
進
す
る
。

社
団
法
人
国
際
聯
盟
協
会
が
創
立
さ
れ
、
会
長
と
な

る
。
子
爵
を
授
け
ら
れ
る
。

福
利
委
員
（
後
の
民
生
委
員
）
の
設
置
母
体
と
な
る
財

団
法
人 

埼
玉
共
済
会 

の
設
立
に
協
力
、
顧
問
に
就
任
。

明
治
維
新
に
お
け
る
旧
主
君
・
徳
川
慶
喜
の
真
意
を

後
世
に
正
し
く
伝
え
た
い
思
い
で
「
徳
川
慶
喜
公
伝
」

を
竜
門
社
か
ら
刊
行
し
た
。

 

埼
玉
育
児
院 （
比
企
郡
松
山
町
）
の
第
一
回
社
員
総
会

で
名
誉
顧
問
と
し
て
演
説
す
る
。

 「
論
語
と
算
盤
」 

が
発
行
さ
れ
る
。

第
一
銀
行
の
頭
取
等
を
辞
め
実
業
界
か
ら
引
退
、
社

会
公
共
事
業
に
尽
力
す
る
。

中
日
実
業
株
式
会
社
の
創
立
を
機
に
中
国
を
視
察
し
、

親
善
に
つ
と
め
る
。

北
里
柴
三
郎
の
提
唱
で
日
本
結
核
予
防
協
会
が
創
立

さ
れ
、
副
会
頭
に
就
任
す
る
。（
８
年
後
に
会
頭
）

渡
米
実
業
団
の
団
長
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
。

中
央
慈
善
協
会
（
後
の
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）
が

設
立
さ
れ
、
会
長
に
就
任
す
る
。

 

埼
玉
学
生
誘
掖
会 

（ 

本
多
静
六 

博
士
が
発
起
人
）
設

立
、
初
代
会
頭
と
な
る
。

ア
メ
リ
カ
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
兼
子
夫
人
と
共
に
訪

問
し
、
国
際
親
善
に
つ
と
め
る
。

 埼玉育児院
　明治天皇聖徳記念事業として、大正元年（1912）
に比企郡菅谷村（現嵐山町）の天台宗安養寺住職・
小島乗真師が、埼玉県初の児童福祉施設として開い
た積徳育児院が始まりで、大正４年（1915）に埼玉
育児院と改称されました。
　経営難に陥った小島乗真師から相談を受けた発智
庄平は、渋沢栄一翁の協力を取り付け、大正７年

（1918）に埼玉育児院を社団法人化して引き継ぎ、
院長に就任しました。一時、比企郡松山町（現東松
山市）に移転し、昭和２年（1927）に霞ヶ関村笠幡

（現川越市）の自宅離れ、さらに翌年、現在地（霞ヶ
関カンツリー倶楽部の隣接地）に移転しました。平
成 24 年（2012）に同地で社会福祉法人埼玉育児院
として、創立 100 周年を迎えました。

 埼玉学生誘掖会
　現在も公益財団法人埼玉学生誘掖会として、埼玉県
人や埼玉出身者の子弟で、東京都内や近郊の大学に
在学する有為な学生に対する奨学援助を行う組織です
が、その設立にも渋沢栄一翁が大きく関与しています。
　初め渋沢栄一翁はあまり乗り気ではありませんで
したが、本多静六博士（わが国最初の林学博士）が
腹巻から年収の三分の一にあたる 300 円を差出さ
れ、その誠意を強く感じて支援を約束しました。

 埼玉共済会
　埼玉県の社会福祉事業推進のため、大正８年４月
に当時の埼玉県知事岡田忠彦の主唱により、渋沢栄
一翁などが協力して埼玉共済会が設立されました。
大正８年 10 月に現在の民生委員・児童委員制度の
さきがけとなる福利委員制度を創設し事業として展
開しました。その後、福利委員は昭和６年 12 月に
方面委員として埼玉県に移管されることになります。
　現在は社会福祉法人埼玉県共済会として、養護老
人ホーム、特別養護老人ホーム、地域包括支援セン
ターなど、各種の高齢者福祉の拠点となり、令和元
年に法人創立 100 周年を迎えました。

 本多　静六
1866（慶応２）年　埼玉県久喜市に生まれ
東京の日比谷公園や明治神宮神苑など多くの公園設
計に携わり「日本の公園の父」と呼ばれています。
また、月給４分の１天引き貯金という独自の蓄財投
資法を実践して莫大な財産を築いた。

 道徳経済合一説
　著書「論語と算盤」の中で「論語と算盤は甚だ遠く
して甚だ近いもの」、「正しい道理の富でなければ、そ
の富は完全に永続することができぬ」と述べられてい
ます。その実現のためには「士魂商才」、つまり武士
的精神（道徳）だけでなく、商才（経済）も併せて必
要との考えです。
　渋沢栄一翁の実業家として
の根本理念は、道徳・道義で
あり、手段を選ばずに営利を
追求することなく、公共の利
益を追求したフェアプレーで
の経済活動を実践しました。 渋沢栄一アンドロイド（70代）
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2024 2021 1931 1929 1927 1926

令
和
６
年

令
和
３
年

昭
和
６
年

昭
和
4
年

昭
和
２
年

大
正
15
年

91 歳 89 歳 87 歳 86 歳

 

新
一
万
円 

紙
幣
の
発
行
予
定（
渋
沢
栄
一
翁
の
肖
像
）。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
放
送
。

十
一
月
十
一
日
飛
鳥
山
の
自
邸
で
永
眠
す
る
。

中
央
盲
人
福
祉
協
会
が
創
立
さ
れ
、
会
長
と
な
る
。

日
本
国
際
児
童
親
善
会
長
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
宣

教
師 

シ
ド
ニ
ー
・
ル
イ
ス
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク 

と
協
力

し
て
日
米
の
人
形
の
交
換
に
つ
と
め
る
。

摂
政
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）
の
御
成
婚
記
念 

埼
玉
　

  

会
館 

建
設
へ
の
寄
付
。（
一
九
六
六
年
に
現
在
の
埼
玉

会
館
に
建
替
え
）

埼玉県民児協の誕生
　現在の民生委員制度は大正６年岡山県で産声を上
げました。埼玉県は大正８年福利委員 73 名でスター
トしました。埼玉県民生委員・児童委員協議会の前
身である福利委員制度について、渋沢栄一翁は多大
な指導・貢献をされました。
　民生委員制度の前身である方面委員制度は昭和３
年に全国に普及しました。方面委員活動が活発にな
るに従い、組織化と法制化が求められました。昭和
６年に「全日本方面委員連盟（のちの全国民生委員
児童委員連合会）」が設立されると、渋沢栄一翁は
初代会長に就任しました。
　昭和 11 年に方面委員制度が法制化され、現在の
民生委員制度へとつながっています。

 八基小学校をギューリック３世が訪問
　生誕地「中の家」から東に約 500m の所に深谷市
立八基小学校があります。渋沢栄一翁の長女の穂積
歌子作詞の校歌は、県内でも古く歴史があります。令
和元年５月、渋沢栄一翁と共に日米の人形交換に尽力
されたシドニー・ルイス・ギューリック氏の孫のギュー
リック３世が同校を訪問され、深い絆を感じます。
　令和元年度に「おお、栄
一翁」という歌を当時の４
年生が作詞されていますよ
うに、小学生も「栄一翁」
と敬称を付け、「郷土の偉
人」として深く広く親しま
れています。校庭の花壇に
は地域ゆかりの藍が植えら
れ、藍染めを授業に取り入
れているそうです。
　学校名の「八基」は旧村
名の名称で、渋沢栄一翁が
名付けられました。

 新一万円札
　渋沢栄一翁は、過去に紙幣の候補となりましたが、
髭がなく、偽札防止の観点から実現されませんでし
た。技術の進歩による新たな偽札防止対策が可能と
なり、満を持しての登場となりました。
　最新の 3 次元（3D）技術によるホログラムが導
入され、渋沢栄一翁の肖像が立体的に表現されます。

 埼玉会館の建設に渋沢栄一翁が
　 寄付金集めに協力
　大正 15 年摂政裕仁親王（昭和天皇）の御成婚を
記念し建設された埼玉会館。建設予算 30 万円は県
費 10 万円と寄付金 20 万円。寄付金集めがポイント
となりました。
　知事以下関係者が渋沢栄一翁とその事務所にお百
度参りしたと伝えられ
ています。渋沢栄一翁
が寄付金集めに奔走さ
れました。総額 24 万円
余を集めて貢献されま
した。 埼玉会館旧館（全景）

青い目の人形（校長室）

答礼人形の送別会

中
央
社
会
事
業
協
会
（
現
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

の
企
画
、
主
催
に
よ
り
、
10
月
21
か
ら
5
日
の
日
程

で
、
全
国
か
ら
方
面
委
員
と
関
係
者
が
6
0
0
余
名

集
ま
り
、
第
１
回
全
国
方
面
委
員
会
議
は
開
催
さ
れ

た
。
中
央
社
会
事
業
協
会
会
長
の
渋
沢
栄
一
翁
が
開

会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

全
国
的
な
組
織
の
設
置

や
方
面
委
員
制
度
の
法

制
化
に
つ
い
て
建
議
す

る
こ
と
な
ど
が
決
議
さ

れ
、
救
護
法
実
施
促
進

運
動
の
基
礎
と
な
っ
た
。

救
護
法
実
施
決
定
を
祝
う
全
国
方
面
委
員
代
表
者
会

議
で
、
全
国
組
織
結
成
の
覚
書
が
発
表
さ
れ
た
。「
全

日
本
方
面
委
員
連
盟
（
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
の
前
身
）」
が
設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。

渋
沢
栄
一
翁
は
、
病
気
療
養
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

内
務
大
臣
や
大
蔵
大
臣

（
当
時
）
へ
陳
情
を
行
う

な
ど
、
救
護
法
実
施
に

尽
力
し
た
。

第 1 回全国方面委員会議で
演説する渋沢栄一翁

ⓒ全国民生委員児童委員連合会ⓒ全国民生委員児童委員連合会

渋沢史料館所蔵渋沢史料館所蔵

全民児連 応接室
にある肖像画

ⓒ全国民生委員ⓒ全国民生委員
児童委員連合会児童委員連合会



埼玉ゆかりの三偉人
　渋沢栄一、塙保己一、荻野吟子の３人を「埼玉県ゆかりの三偉人」と呼んでいますが、
共に埼玉県北部の出身であることに驚かされます。江戸から遠すぎもせず、近すぎ
もせずという地理的条件がその要因なのかも知れません。
　渋沢栄一が塙保己一の編さんした「群書類従」の版木を残すことに尽力し、荻野
吟子は塙保己一の残した資料「令義解（りょうのぎげ）」により、日本初の女医とな
る道を開くことができました。

塙　保己一
　江戸時代中期の延享３年（1746）に武蔵国児玉郡保木野村（現在の本庄
市児玉町保木野）に生まれました。
　７歳で病気により失明し、15 歳で江戸に出て当道座（盲人組織）に入り、
検校雨富須賀一の弟子となり、努力と修業を重ねて、晩年には当道座の最高
位の総検校へと昇進しました。
　保己一は国学者として「群書類従」の編さん、和学講談所の設立と運営、
当道座の改革など多くの功績を残しています。中でも「群書類従」の編さん
は 41 年に渡る功績であり、正編 666 冊は続編とともに現在も日本の文学・
歴史等を研究する上で欠かせない重要資料です。

荻野　吟子
　江戸時代末期の嘉永 4 年（1851）、武蔵国幡羅郡俵瀬村（現埼玉県熊谷市
俵瀬）に生まれました。18 歳で結婚しましたが、思いがけない病気により
２年ほどで離婚しました。この時、婦人科の治療を受けたことから、女性医
師の必要性を痛感し、医師となることを決意しました。
　しかし、当時、女性には医術開業試験の受験が認められず、制度改正に奔
走しました。その際、「令義解」という古文書に女医の記述があることを訴え、
認められたと言われています。この「令義解」を校訂し、後世に引き継いだ
のが塙保己一でした。
　このように吟子は様々な困難を乗り越え、明治 18 年（1885）に医術開業
試験に合格、日本で最初の公認女性医師となりました。
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。

　

時
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熱
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。
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。
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ま
し
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時
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、
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、
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一
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の
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を
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継
い
で
い
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す
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今
、

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
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制
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が
あ
り
ま
す
が
、

「
温
故
知
新
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

創
意
工
夫
し
、
新
し
い
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で
の
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か
う
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も
し
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ま
せ
ん
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天
か
ら
栄
一
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っ
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い
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と
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と
も

に
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ま
し
ょ
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。

　

結
び
に
、
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

取
材
に
ご
協
力
を
い
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だ
い
た
皆
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ま
に

は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
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が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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